
鶏　肉　情　勢 更新 全農チキンフーズ㈱

１．国内 (1)

生産状況 単位：千羽、千トン、％

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

入雛羽数 55,888 99.5% 172,539 101.8% 58,163 102.1% 56,206 98.6% 55,420 104.0%

(2) 処理羽数 57,054 101.5% 163,159 101.5% 56,303 101.6% 55,529 98.4% 55,752 105.5%

処理重量 168.6 102.1% 480.0 101.6% 165.3 100.2% 163.0 96.4% 163.3 103.4%

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]

輸入動向 単位：千トン、％

２．輸入 (1) 鶏肉 調製品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 鶏肉 調製品

42.0 36.0 116.9 37.5 41.5 90.3 79.5 77.5 102.6 52.9 47.1

43.6 35.3 123.3 31.5 37.2 84.6 75.0 72.5 103.5 58.0 42.0

41.2 32.3 127.4 29.2 25.8 113.0 70.3 58.1 121.0 58.5 41.5

(2) 34.1 27.7 123.3 26.4 30.3 87.2 60.5 58.0 104.4 56.4 43.6

118.8 95.3 124.7 87.1 93.3 93.3 205.9 188.6 109.2 57.7 42.3

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]、全国食鳥新聞

１．家計消費 (1) 消費動向 単位：グラム、円、％ 相場（年別・暦年） 単位：円

もも肉 むね肉 計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 H22年 618 229 847

1,254 1,289 97.3 1,239 1,184 104.6 H23年 642 264 906

1,283 1,231 104.2 1,232 1,138 108.3 H24年 563 189 752

２．量販・卸 (1) 1,342 1,347 99.6 1,283 1,213 105.8 H25年 583 246 829

1,293 1,289 100.3 1,251 1,178 106.2 H26年 626 294 920

※参考資料：総務省統計局HP

３．業務・ (1)

加工筋 在庫状況 単位：千トン、％

１．27年2月 (1)

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

17.1 23.9 71.6 107.4 84.2 127.5 124.5 108.1 115.2

２．見通し (1) 15.7 23.2 67.6 102.3 78.4 130.6 118.0 101.5 116.2

15.5 22.5 68.7 109.1 87.2 125.1 124.5 109.6 113.6

14.9 23.5 63.1 109.2 86.2 126.7 124.0 109.7 113.0

(2) 0 ※実績参考資料：畜産日報、農畜産業振興機構

相場（月別） 単位：円、％

品名 もも肉 むね肉 正肉合計

１．4月動向 (1) 履歴 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

H27年1月 670 703 95.3 328 265 123.8 998 968 103.1

H27年2月 651 676 96.3 331 271 122.1 982 947 103.7

２．5月見通 (1) H27年3月 646 657 98.3 336 274 122.6 982 931 105.5

H27年4月 642 629 102.1 334 271 123.2 976 900 108.4

H27年5月 (620) 611 101.5 (330) 279 118.3 (950) 890 106.7 ※（）は見通し

H27年6月 (595) 592 100.5 (325) 291 111.7 (920) 883 104.2

652 666 97.9 332 270 123.0 984 936 105.1

合計

H27年2月

2015年5月11日

実　　　績

履歴

金額

比率

数量

Ｈ27年3月

H27年平均

国産 輸入品

H26年11月

履歴

平成27年3月単月の実績は、推計で入雛羽数が前年比99.5％と前年を下回ったが、処
理羽数が前年比101.5％、処理重量で前年比102.1%と前年を上回った。
年初以来育成不良が続いていたが、天候が比較的穏やかに推移したことや、対処方法
に一定のめどがついたこと等から、育成率や体重増加がやや改善され、処理羽数と処
理重量で前年を上回った。

4月以降の計画では、4月では前年並みか前年をやや上回る計画となっているが、5月
の計画で前年を下回り、6月の計画で前年を上回る計画となっている。
5月は処理場の稼働日が前年より少ないため、前年を下回る計画となっているが、6月
は通常不需要期で、販売が落ち込むため生産量も抑え気味であるが、需要が堅調なこ
とや、国産の冷凍在庫が不足気味なことから、生産量を増加させたものと思われる。
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平成27年4月の相場は、もも肉642円/ｋｇ、むね肉334円/ｋｇと、前月比でもも肉4円/ｋ
ｇ、むね肉は2円/ｋｇ下げて合計では6円/ｋｇの下げとなった。もも肉は、やや販売が落
ち着き下げ基調ではあったが、ほぼ前月並みでの推移となった。
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5月前半はＧＷでの行楽需要があるものの、もも肉相場は気温上昇により需要が低下す
ることや、競合する輸入豚肉の特売が増加すること等から、やや下げ傾向が強まるもの
と推測され、月間平均620円/ｋｇ前後で推移するものと思われる。
むね肉相場は、加工仕向けの需要が続いていることと、在庫意欲も高いことからほぼ横
ばいとなり、月間平均330円/ｋｇ前後で推移するものと思われる。

加工メーカーなどで国産原料への切り替えが進んでおり、加工仕向けの需要は堅調に
推移し、むね肉相場も高値を維持している。

輸入品は外貨高が続いていることから、輸入数量は40千トンを割る予測となっている。
一方の消費については、加工仕向けを含んだ出回り量は増加している。
今後も、輸入数量は前年を下回る予測となっていることから、輸入品在庫も減少傾向と
なり、6月以降で100千トンを下回る可能性もでてきた。

国産在庫は、生産がほぼ前年並みと回復傾向ではあるものの、消費も引き続き堅調で
あったことから出回り量も増加し、国産在庫は低水準のままで推移するものと思われ、年
末に向けた手当を計画的に行うところもあるようだ。

平成27年2月の推定期末国内在庫数量は、国産が前年比63.1％とさらに減少している
が、輸入品在庫は輸入数量と出回り量が均衡したことでほぼ前月並みの前年比125.1%
となり、国内在庫の合計では113.6％と前年を上回っている。

5月に入って急激に気温が上昇しており、もも肉の需要はやや落ち着いてきている。一
方、供給はまだ十分ではなく、もも肉やむね肉だけでなく手羽先や手羽元などの副品
目でも需要が高く、不足感は続いている。

輸入鶏肉の平成27年3月通関実績は、34.1千トン（前年比123.3％）と前年を大きく上
回った。しかし、数量としては7か月ぶりの30千トン台であり、外貨高などから輸入各社
が数量拡大に慎重になり、輸入数量が抑制されているものと思われる。
また、4、5月も30千トン台の輸入数量が予測されており、タイの輸入が増加となっている
ほかは、AIの発生しているアメリカや、ブラジルからの輸入が減少傾向となっている。

鶏肉調製品は、平成27年3月通関実績が26.4千トン（前年比87.2％）と前年を大きく下
回った。国別では、タイが125.3％と増加したが、中国は55.4％と前年比で大きく減少し
た。中国の期限切れ鶏肉使用問題の報道は収まったが、相変わらず中国産が敬遠さ
れており、中国製品は今後も減少傾向が続くのか注目される。

総務省家計調査による平成27年3月の全国一世帯当たりの鶏肉消費量は、1,342㌘（前
年比99.6％）と他畜種（牛・豚）が購入量を下げているなかほぼ前年並み、金額では
1,283円（前年比105.8％）と前年を上回った。消費増税後の物価上昇は顕著であり、消
費者の価格に対する目が厳しくなっていることから、比較的安価な鶏肉の消費は、今後
も堅調に推移すると思われる。
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